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FRONTEO AI

＆

FRONTEO
～COMBAT COVID-19～
②FRONTEOのAIによる

Drug Discoveryについて

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
基本形（ビジネスソリューション本部、IR、BILなど）
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Drug Discovery
患者データ 病気のメカニズム解析 創薬ターゲット 治療薬

分子表現型分類 原因性遺伝子 カルテ ウェアラブルデバイス情報

創薬研究 ≒ 情報科学
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これまでの論文解析

人的にも物理的にも高コスト構造
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FRONTEOのDrug Discovery

PubMed論文1,400万と、Open Targetsのデータ170万をベクトル演算による解析。単語

や仮説を入力するだけで、関係のある論文データを探索することが可能。

短い実装期間で導入可能

スーパーコンピューターなど大規模設備が不要

網羅的な探索を視覚的に表現
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創薬支援AIシステム「amanogawa（仮）」

検索対象

対象論文の分布

▼人工知能「Concept Encoder」を用いた検索画面

探索したい単語や仮説を入力すると、位置情報に変換された論文データが、関連性

によって地図上にプロットされる（距離が近いものは仮説と近い論文データ）。また、ク

ラスター化している部分は、より多くの類似情報が存在することを意味する。



© FRONTEO, Inc. 2020  Proprietary and Confidential 6

創薬研究におけるギャップ

Disease Healthy

ゲノムワイド関連解析 Genome-wide association study (GWAS)

プロファイリング調査

 原因性遺伝子を解明
 治療薬のターゲット候補を分析

機能解析が難しい

 応答性遺伝子を解明
 中間表現型に有効

原因と結果、その関連性を解析できない

ターゲット側の解析

バイオマーカー側の解析
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Cascade-Eye

Concept Encoderにより
可視化、クラスター化された情報

創薬支援AIシステム「Cascade Eye」

論文データから得た情報を基に、遺伝子や分子の関連性を経路図（＝パスウェイ）に

表すことができるAIシステム。
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FRONTEOの創薬支援AIシステムを活用した候補薬探索

およそ10分で解析

関連論文を要約

論文/医学データ

ターゲット探索のフローを
大幅に効率化
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FRONTEOの創薬支援AIによって解決できる課題とイノベーション

①効率的な候補薬探索
通常の創薬研究において、臨床試験を経て承認される確率は約3万分の1。AIで
候補を絞り込むことによる大幅な効率化が見込める。

②有効な治療薬の見つかっていない疾病の治療薬開発
知識や経験だけでなくAIによるアンバイアスな視点で、人間だけでは考え付か
なかった仮説を発見することにより、アンメットメディカルニーズ（※）の高い
病気に対する治療薬開発やウイルスパンデミック発生時における短期間での治
療薬候補選定に貢献できる。

治せない病気のない未来の実現へ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
かつて不治の病と言われた結核やハンセン病は、今や薬で治すことができます。このように、現在有効な治療薬のない病気も、将来は医学の進歩により、治療法が確立されるでしょう。その未来が少しでも早くくるように、FRONTEOはAIで治療薬開発に貢献します。
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次回予告

FRONTEO
～COMBAT COVID-19～

③感染症パンデミックに対するインテリジェンス
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この資料は下記により作成されました。

TEL : 03-5463-6375
FAX : 03-6825-3881

株式会社FRONTEO
108-0075 東京都港区港南2-12-23 明産髙浜ビル

東証マザーズ上場
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